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実績 稼働率 項目
現況
(A)

最終目標値
(B)

H28目標値
（C)

H28実績
（D)

目標達成
状況

評価

取引頭数
市場開催１回当たりの
平均取引頭数が580
頭

（H21)
0頭

（H28）
580頭

580頭 385頭 66.4% Ｃ

　市場は年12回開催。1回当たりの取引頭
数は平成24年の453頭が最大で、これ以
降、低下している。取引頭数減少の要因
は、小規模な繁殖農家の離農により繁殖
雌牛が減少したため、子牛出荷頭数が減
少したため（繁殖農家戸数：(H24)1,040戸
→(H28)857戸）.。

6,961頭
牛換算100頭当たり取引
コストを26.5%削減

（H21)
665千円

（H28)
489千円

489千円 656千円 5.1% Ｄ

　市場全体のコストは、市場の運営費等で
ほぼ横ばいであるが、100頭当たりの取引
コストは、平成24年に579千円まで低下した
ものの、上場頭数の減少に伴い、100頭当
たりの取引コストが高くなった（上場頭数：
(H24)5,431頭→(H28)4,619頭） 。

Ａ １００％以上（目標達成）

Ｂ ８０～９９％

Ｃ ５０～８０％（改善指導対象）

Ｄ ５０％未満（改善指導対象）

実績 稼働率 項目
現況
(A)

最終目標値
(B)

H28目標値
（C)

H28実績
（D)

目標達成
状況

評価

生産量
（野菜）

ベリーリーフ類

全出荷量に占める中
食・外食向け割合を
26.0%増加

（H25)
0.0%

（H28）
26.0%

26.0% 28.0% 107.6% Ａ

　生産開始以降、コンビニチェーンやホテ
ル、レストラン等との中食・外食を主体とし
て生産拡大を進め、平成27年には32.0％ま
で出荷割合が向上した。
　現在も、ホテル、レストラン等の外食を主
体に生産・出荷を維持し、目標を達成して
いる。

30.9t

全出荷量に占める契
約取引の割合を88.0%
増加

（H25)
0.0%

（H28)
88.0%

88.0% 72.0% 81.8% Ｂ

　コンビニチェーン等との契約栽培を進め、
平成26年には98.6％（達成率：112%)まで取
引割合が向上したが、その後、製造原価
（2，500円/kg)を下回るコンビニチェーンと
の取引を解除したため、契約取引割合は
やや低下している。

処理量
（水稲）
乾籾

事業実施地区におけ
る下位等級指数※を
52.1％削減

※1等米以外の下位等
級米の比率

（H25)
4.1%

（H28）
0.0%

2.0% 0.0% 195.2% Ａ

　共同乾燥調製施設の設置と品質向上の
ため色彩選別機等の導入した結果、1等米
比率は100％となり、下位等級指数（2等米
以下の割合）は0.0%であった。

356t

系統出荷から個人消
費者等への直接販売
の取扱量の割合を30
ポイント増加

（H25)
0.0%

（H28）
30.0%

30.0% 26.6% 88.7% Ｂ

　直接販売の拡大に向けて、市外の個人
消費者を中心に販促活動を行ったが、消費
者への浸透が充分でなく、販売比率はやや
低くなっている。

393,097 180,000

　成果目標は概ね達成しているものの、生
産コストや販路確保等の課題で、収益性が
悪化し、厳しい経営状況が続いている。
　対策として、ホテルやレストラン等の高値
で取引できる実需に集約し、高単価商品
（マイクロリーフ）の生産を始めており、一昨
年から、経営状況は改善しつつある。
　生産量は、取引先からニーズの高いマイ
クロリーフの生産を拡大し、ミニマム化（小
型化）を進めたことで、前年より減少してい
るが、今後も、納入先のシェフらの要望に
応え、高単価商品への取り組みを進め、経
営基盤を強化する。

9.9t 32.0% H28

18,950 338.0t 94.9%40,932 H28

2 26 羽後町
明治
地区

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

株式会社ロー
ソンファーム
秋田

(野菜)
高度環境制御栽培
施設（完全人工光
型植物工場）
655.75㎡

　事業の導入により、１等米比率は100％と
なり、施設の機能強化によって作業の効率
化が図られ、生産コストも低減されている。
　直接販売割合は、消費者への浸透が小
さく直接販売数量は低位にとどまった。
　今後は、商標登録を行い商品化に成功し
た「グリーンたざわ湖米（食味値75以上）」
の米生産を通じ、市外個人消費者の他、市
内ホテル・観光施設等の取引先の拡大を
図り、また仙北市やＪＡ秋田おばこにおける
首都圏等での商談会にも参加しながら、直
接販売取扱量の増加に努める。

（水稲）
耕種作物共同利用
施設（乾燥調製施
設）
（処理量：356t）

822,097

強い農業づくり交付金（産地競争力の強化）等実施状況一覧

事業効果の発揮状況等
（未達成の理由）

平成26年度

No 対策名 目標年度

平成22年度（繰越）

No

実施
年度

対策名
実施
年度

市町村名 地区名
事業実施主
体名

施設概要等

1

食料自給率
向上・産地
再生緊急対
策交付金
（食肉等流
通の合理化
を図る取
組）

22 由利本荘市 黒沢地区
秋田しんせい
農業協同組合

事業実施主体のコメント等目標年度

成果目標等

事業実施主体のコメント等

成果目標等Ｈ28稼働状況等

施設概要等

事業費

（千円）

市町村名 地区名 利用計画等

国庫交付
金

（千円）

事業実施主
体名

　子牛価格は、全国的な取引等数の減少
により高値安定で推移しているため、生産
農家は、意欲があっても経営リスクから雌
子牛を導入できない状況となっている。
　そのため、生産者は、対応策として、でき
るだけ優良な雌子牛を、市場を通らない自
家保留繁殖牛で確保していることから、結
果的に、県内の繁殖牛登録及び子牛登記
件数は増加している。
　昨年に引き続き、増頭対策として、県・全
農あきたの協力を得て、畜産技術者を対象
とした畜産研修会を開催し、 新規就農者の
確保や和牛青年部組織での増頭対策を進
め、多頭繁殖牛経営を推進する。

（肉用牛）
総合家畜市場

事業費

（千円）

66.4% H28

事業効果の発揮状況等
（未達成の理由）

国庫交付
金

（千円）

利用計画等

Ｈ28稼働状況等

260,743 4,619頭

3

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

26 仙北市
田沢湖
生保内
地区

石神営農組合

1



実績 稼働率 項目
現況
(A)

最終目標値
(B)

H28目標値
（C)

H28実績
（D)

目標達成
状況

評価

事業効果の発揮状況等
（未達成の理由）

No 対策名 目標年度
実施
年度

事業実施主体のコメント等

成果目標等Ｈ28稼働状況等

施設概要等

事業費

（千円）

市町村名 地区名 利用計画等

国庫交付
金

（千円）

事業実施主
体名

処理量
（水稲種子
乾籾）

水稲種子の農産物検
査における合格率
100%

（H25)
100.0%

（H28）
100.0%

100.0% 100.0% 100.0% Ａ
農産物種子検査（水稲：あきたこまち）で
は、合格率100.0%となっている。

380t
ＪＡ組合員の水稲種子
の種子更新率100%

（H25)
100.0%

（H28）
100.0%

100.0% 100.0% 100.0% Ａ
　ＪＡ組合員の種子の更新率（あきたこま
ち）は100.0％となっている。

Ａ １００％以上（目標達成）

Ｂ ８０～９９％

Ｃ ５０～８０％（改善指導対象）

Ｄ ５０％未満（改善指導対象）

実績 稼働率 項目
現況
(A)

最終目標値
(B)

H28目標値
（C)

H28実績
（D)

目標達成
状況

評価

処理量
（水稲乾籾）
3,000t

2,531t 84.4%

事業実施地区におけ
る下位等級指数を
60.9％削減

※1等米以外の下位等
級米の比率

（H25)
12.8%

（H28）
5.0%

5.0% 5.1% 98.6% Ｂ

　平成27年の下位等級指数は3.9％まで低
下し目標を達成したものの、平成28年は全
県的な斑点米カメムシ類の被害拡大で、事
業実施地区内で乾燥調製貯蔵施設を利用
しない生産を主体に等級低下が発生し、
5.1％とやや多くなった。

処理量
（大豆）
144ｔ

93t 64.6%
事業実施地区におけ
る大豆の単収を29.5％
増加

（H25)
139kg/10a

（H28)
180kg/10a

180kg 204kg 158.5% Ａ

大豆の収穫作業に適期に行われ、刈り遅
れ等による減収が抑えられ、単収は
204kg/10aまで向上し、１，２等比率も77.8%
と県平均（42.3％）より高く高品質な大豆が
生産されている。

処理量
（野菜）

トマト、キュウ
リ他

再編後の集出荷貯蔵
施設の利用率が100%
以上

（H25)
0.0%

（H28）
100.0%

100.0% 108.3% 108.3% Ａ

 トマト、キュウリ等の青果物のほとんどが
集荷され、計画以上の集荷量となってい
る。
　流通面でも、数カ所に分散していた集荷
場を集約することで、円滑な配送が可能と
なった。

5,647t
トマトの10a当たり収量
を19.2％増加

（H25)
7,960kg

（H28）
9,491kg

9,491kg 8,519kg 36.5% Ｄ

　トマトの10a当たり収量は、園芸メガ団地
（ハウス100棟）での単収低下により、全体
の単収向上も低位となった。
　園芸メガ団地の低収の主な要因は、作業
に合わせた十分な人員を確保できず、適期
作業できなかったことによる。

Ａ １００％以上（目標達成）

Ｂ ８０～９９％

Ｃ ５０～８０％（改善指導対象）

Ｄ ５０％未満（改善指導対象）

　主食用米の生産縮小に伴い、あきたこま
ちの種子生産は年々減少しているが、これ
までの個別の乾燥調製から、共同利用施
設を使用しての乾燥調製となったことから、
品質が向上かつ均一化されたことで、より
良い水稲種子が生産されている。
　今後も農産物検査合格率100%を維持し、
高品質な水稲種子を供給する。

338.0t H2888.9%

事業費

（千円）

国庫交付
金

（千円）

平成26年度（繰越）

（水稲種子）
耕種作物共同利用
施設（乾燥調製施
設）
(処理量:380t)

283,412 110,3764

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

26 羽後町 新成地区
うご農業協同
組合

利用計画等

Ｈ28稼働状況等

目標年度

成果目標等

事業効果の発揮状況等
（未達成の理由）

事業実施主体のコメント等

5

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

26 秋田市 北部地区

農事組合法人
秋田市北部地
区カントリーエ
レベーター利
用組合

(水稲)
穀類乾燥調製貯蔵
施設
（処理量3,000ｔ）

833,025 385,660 H28

　乾燥調製貯蔵施設の建設後、水稲、大豆
の乾燥調製作業の集約化により、生産農
家の大幅な省力化が進み、野菜、花き等の
複合品目の生産が拡大している。
　施設の稼働状況は、年々向上しているも
のの計画を下回っており、経営状況を悪化
させる要因にもなっていることから、今後は
目標達成のため、施設の利用率向上も合
わせて、品質向上対策を徹底する。

No 対策名
実施
年度

市町村名 地区名
事業実施主
体名

施設概要等

6,113.3t 108.3% H28

　 事業実施後は、枝豆・アスパラガス・花き
を除くほぼ全ての青果物がこの集出荷施
設に運ばれ施設利用率は高くなっている。
　平成27年度から園芸メガ団地（パイプハ
ウス100棟）でトマト栽培が開始され、販売
額1億円を目指して取り組んでいるが、メガ
団地の単収が5,225kg/10aと低く、全体とし
ての単収が伸び悩んでいる。その原因とし
ては、作業に合わせた十分な人員の確保
ができていないことなどがあげられ、今後
はJA秋田おばこ、仙北地域振興局で、メガ
団地のフォローアップチームを立ち上げ、メ
ガ団地での栽培技術の向上や人手の確保
により支援を強化する。

6

産地競争力
の強化に向
けた総合的
推進

26 大仙市 大曲地区
秋田おばこ農
業協同組合

（野菜（トマト））
集出荷貯蔵施設

680,330 314,968

2


